
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

令和８年度宮小学校だより第４号（７月発行）        鹿児島市立宮小学校 

校訓 考える 強 い 明るい 思いやり の 

宮 っ 子 

※ ホームページにも掲載しています。右のＱＲコードより→ 

 
 

 

校長 山里浩美 

早いもので 1 学期の終業式を迎えました。子供

たちは、この 4 か月間、学習や学校行事、係活動

や委員会活動など、様々な場面で一生懸命努力し、

大きく成長することができました。 

教室では、自ら考え、友達と学び合いながら学習

に取り組む姿が多く見られました。また、学校行事

や体験活動では、最後まであきらめずに挑戦する

姿や、友達を励まし支え合う姿が見られ、宮小学校

の子供たちのよさをたくさん感じることができま

した。子供たち一人一人が自分で考えた目標に向

かって努力し、自分なりの成長を積み重ねてきた

ことを大変うれしく思います。 

こうした子供たちの成長は、保護者の皆様や地

域の皆様の温かい見守りと御支援があってこその

ものです。毎日の登下校の見守り、学校行事への御

協力、教育活動への御理解と御支援など、多くの場

面で子供たちを支えていただきました。心より感

謝申し上げます。 

さて、子供たちが楽しみにしている夏休みが始

まりました。夏休みは、普段なかなかできない事に

挑戦したり、家族との時間を大切にしたりする絶

好の機会です。読書や自由研究、家の手伝い、地域

の行事への参加など、自分で計画を立てて有意義

に過ごしてほしいと思います。 

一方で、長い休みに入ることで生活のリズムが

乱れがちになります。「早寝・早起き・朝ごはん」

を心掛け、規則正しい生活を続けることが大切で

す。タブレット端末やゲーム等の家庭のルールに

ついても親子で再確認しましょう。また、交通事故

や水の事故、熱中症等には十分気を付け、安全で健

康な毎日を送ってほしいと思います。 

2 学期の始業式に、子供たちが元気な笑顔で登

校し、夏休みの思い出や成長した姿を見せてくれ

ることを楽しみにしています。保護者の皆様、地域

の皆様には、引き続き本校の教育活動への御理解

と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

１２日(水) 学校閉庁日 

１３日(木) 学校閉庁日 

１４日(金) 学校閉庁日 

１５日(土) 子ども食堂「宮っ子」 

１６日(日) 宮校区夏祭り盆踊り 

２１日(木) 出校日(午前中) 

宮校区みんな笑顔であいさつ運動 

２４日(月) 通学路合同点検 

26日(水) 吉田地区家庭教育研修会（予定） 

２7日(木) ＰＴＡ役員会 

 

 

 

  １日(火) いじめ問題を考える週間(～４日)， 

始業式，給食開始， 

宮校区「みんな笑顔であいさつ運動」 

 ２日(水) 学期はじめ特別校時，AEA 来校③④，

クラブ活動⑥ 

 ３日(木) 身体計測・視力検査(４～６年) ， 

移動図書，AEA 来校⑤⑥，県 SC 来校 

  ４日(金) 身体計測・視力検査(１～３年) 

９日(水) AEA 来校①～④，委員会活動⑥ 

１０日(木) AEA来校⑤⑥ 

１６日(水) AEA 来校③④，道徳授業参観， 

学級 PTA，放課後子ども預かり 

１７日(木) JA 出前授業②（３，４年）， 

移動図書，AEA 来校⑤⑥ 

１９日(土) 子ども食堂「宮っ子」 

２４日(木) 児童代表委員会・児童保健委員会⑥ 

２９日(火) 稲刈り②～④(５，６年生) 

３０日(水) AEA 来校①～④，委員会活動⑥ 

https://www.keinet.com/miyas/


 

 明治 4年 7月 14日の廃藩置県により鹿児島県が誕生したことに由来し、平成 30年に制定され

た「県民の日」。本校ではこれにちなみ、高学年が「鹿児島ジュニア検定」に挑戦したり、図書室で

鹿児島県に関する本の展示コーナーの設置をしたりしています。 

郷土の歴史や文化に親しみ、ふるさとを愛する心を育てることは、学校教育の大切な柱の一つで

す。自信と誇りをもって豊かな鹿児島を支える「宮っ子」を育むため、今後も郷土学習を推進してま

いります。 

 

 

 今年度も万が一の水難事故に備え、着衣水泳を実施しました。子供たちは服を着たまま入水する

動きづらさを体感した上で、ペットボトルを使った「浮く練習」を行い、浮き方のコツを話し合いま

した。また、溺れている人を見つけた際の「大声で助けを求める」「絶対に飛び込まない」といった

二次災害防止の基本も学びました。 

夏休みは「水難事故防止強調期間（〜8月 31日）」です。宮小の子供たちの命を守るため、ご家

庭でも次の 3点のご指導をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 7月１９日（日）、霧島市の国分キャンプ海水浴

場において「親子ふれあい活動」が開催されまし

た。当日は天気にも恵まれ、海水浴やバーベキュ

ー，スイカ割り等を楽しみ、親子の絆を深める充実

した時間となりました。 

企画段階から事前の準備、また当日の円滑な運営

に至るまで、大変なご苦労を重ねてくださった「お

やじの会」の皆様に、深く御礼申し上げます。皆様

のおかげで、子供たちにとってかけがえのない夏

の思い出ができました。ありがとうございました。 

① 子供だけで海や川へ遊びに行かない（助けを求めたとき，応えられる大人の存在が重要です）。 

② もし，海や川に落ちたり流されたりしたときは，慌てず泳がず，浮くことに専念する。 

③ 溺れている人を見掛けたら，大声で助けを呼び，１１９番通報をする（助けたくても，絶対に

飛び込まない⇒二次災害につながります）。 

ＳＯＳを受け止める～アプリの確認を～ 
 子供たちの悩みを受け止めるためには、身近な相談窓口を整えるとともに、身近だからこそ話せ

ない悩みの相談窓口を整えることが大切です。児童用タブレットＰＣには「児童生徒応援リーフレ

ット～悩み相談窓口～」というアプリ（左上のアイコン）があり、相談内容に応じた窓口が多数紹

介されています。お子さまと一緒にトップ画面からアクセスし、夏休みにご確認ください。 


